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発電抑制の仕組み・装置・電力市場参画への影響
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30分毎の発電抑制が必要な総量を、電源燃種などに拠らず、試行的な取り組

みで連系した電源（以下「ノンファーム電源」）に対して配分します。

各時間帯で各ノンファーム電源へ発電抑制量を一律に配分します。具体的に

は、当該時間帯における各ノンファーム電源の出力計画値の比で配分します。

１－１．発電抑制の発電所間配分（常時）

【想定潮流（イメージ）】 【発電抑制量配分（イメージ）】
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送変電設備の作業停止時（事故時含む）については、試行的な取り組み以前

に連系した電源とノンファーム電源との間では、ノンファーム電源を優先し

て発電抑制します。（ノンファーム電源を全抑制しても発電抑制量が不足す

る場合に、試行的な取り組み以前に連系した電源も発電抑制対象とします）

１－１．発電抑制の発電所間配分（作業停止時）
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広域機関における「ノンファーム型接続」の議論においても、出力計画値に

よる一律配分と整理されています。

【参考】発電抑制の発電所間配分（常時）

出典：第42回 広域系統整備委員会 資料1
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広域機関における「ノンファーム型接続」の議論においても、ノンファーム

電源を優先して発電抑制と整理されています。

【参考】発電抑制の発電所間配分（作業停止時）

出典：第32回 広域系統整備委員会 資料2
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九州全体の発電量が消費量を上回らないよう実施されている「再エネ出力制

御」向けに発電事業者さまが設置している装置と、同等の装置を、発電事業

者さまにてご用意していただきます。

具体的な装置仕様につきましては、以下のとおり、別途ご案内いたします。

66kV以上の電圧階級に連系する場合

発電事業者さまに個別にご案内します。

22kV以下の電圧階級に連系する場合

次シートのとおり、系統連系時期に応じて、ご用意いただく装置が異な

ります。出力制御機能付PCS等の仕様については，以下のURLをご参照くだ

さい。

http://www.tepco.co.jp/pg/consignment/fit/workshop.html#anchor05

低圧連系の発電設備については、2019年8月30日の翌日以降の受給契約申

込から当社は、発電抑制に必要な装置を用意することに、発電事業者さま

が同意されることを前提に、受付することとします。

１－２．発電抑制に必要な装置
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11月上旬

システム開発

電力サーバの設置・開通

発電抑制同意を前提として連系
低
圧

従前通り連
系

発電抑制同意を前提として連系
出力制御ユニットの増設

(対向試験)

6-7か月

高
圧

2019.9 2020.6
・システム運用開始・仕様ご案内の開始

(発電事業者さま向け)出力制御ユニット開発のための

スケジュール配信 スケジュール配信

2020.6～

出力制御機能付PCS等の設置

出力制御ユニットの増設

出力制御機能付PCS等の設置

8/30の翌日以降の契約申込みが対象

【参考】発電抑制に必要な装置の当社開発スケジュール
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一体的な装置の開発・規格認証が完了し、市場流通が開始される予定の2020

年6月以前に系統連系される場合は、2020年6月以降も系統連系を継続するに

は、新たに出力制御ユニット等の設置が必要となります。

発電事業者さまにて出力制御ユニット等を後付けすることに、受給契約申込

時点で同意いただく必要があります。

１－２．発電抑制に必要な装置（2020年6月以前に22kV以下連系）

インターネット

出力制御スケジュール
情報

通信モデム
出力制御ユニット等

出力制御ユニット
またはSCADAサーバ

PCS等（狭義）

PCSまたは
風車コントローラ

太陽光モジュール
または風車

※ 太陽光発電設備・風力発電設備以外についても、同等の機能を有する設備構成と
していただく必要があります
（通信伝送はインターネットでなく専用回線となる可能性があります）

※ 2020年6月以前に出力制御ユニット等を取り付けると、PCSが停止となります
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国の審議会資料で、出力制御ユニット等の追加費用について、メーカーへの

アンケート結果が以下のとおり、記載されています。

【参考】発電抑制に必要な装置（2020年6月以前に22kV以下連系）

出典：第8回 総合資源エネルギー調査会
省エネルギー・新エネルギー分科会
新エネルギー小委員会 資料2
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2020年6月以降に系統連系される場合は、系統連系の条件として、一体的な装

置（出力制御機能付PCS等）の設置が必要となります。

発電事業者さまにて一体的な装置を設置することに、受給契約申込時点で同

意いただく必要があります。

１－２．発電抑制に必要な装置（2020年6月以降に22kV以下連系）

インターネット

出力制御スケジュール
情報
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出力制御機能付PCS等

※ 太陽光発電設備・風力発電設備以外についても、同等の機能を有する設備構成と
していただく必要があります
（通信伝送はインターネットでなく専用回線となる可能性があります）
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出力制御機能付PCS等の構成は、以下のとおりです。

【参考】発電抑制に必要な装置（2020年6月以降に22kV以下連系）

①PCS等（広義）
出力制御機能付PCS等

電力会社または配信事業者が提示する出力制御スケジュール情報を取
得し、そのスケジュールに応じて発電出力を制御する機能を有する装
置。基本的には「②出力制御ユニット等」と「③PCS等(狭義）」から
構成。（②、③の機能を一体化したシステムもある）

②出力制御ユニット
等

電力サーバまたは配信事業者サーバから出力制御スケジュールを取得
し、出力制御スケジュールに基づいて、「③PCS等（狭義）」を制御
する機能をもつ制御装置。外部通信機能がない場合でも、ユニット内
に保存された固定スケジュールにより、「③PCS等（狭義）」を制御
可能。

③PCS等（狭義） （出力制御機能がない）従来のPCSまたは風車コントローラの機能に
加え、「②出力制御ユニット等」から出力制御情報を受けて、発電出
力（上限値）を制御する機能を有する装置

インターネット

出力制御スケジュール
情報

通信モデム ②出力制御ユニット等

出力制御ユニット
またはSCADAサーバ

③PCS等（狭義）

PCSまたは
風車コントローラ

太陽光モジュール
または風車

①出力制御機能付PCS等
【PCS等（広義）】
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当社は、国の審議会で整理された仕様に準拠したシステム構成等を念頭に、

今後装置を開発してまいります。

【参考】発電抑制に必要な装置のシステム構成

出典：総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 新エネルギー小委員会 系統ワーキンググループ
第5回 資料2（太陽光）、 第17回 資料5（風力）
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広域機関での議論を踏まえると、試行的な取り組みに参加しても、時間前市

場への参加及び最終計画提出について制約はない見通しです。

ただし、発電抑制が必要となった時間帯は、インバランスリスクが高まるこ

とが前提となります。

１－３．時間前市場における扱い

出典：第42回 広域系統整備委員会 資料1
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広域機関の議論を踏まえ、発電抑制想定（混雑予想）を元にした発電契約者

さまによる発電計画見直しに役立てていただけるよう、当社へ提出される発

電計画に対し、当社から発電契約者さま及び発電設備へ、①翌日計画提出後、

②１＋α時間前、③ゲートクローズ後の３回、混雑予想の通知を実施します。

１－３．時間前市場における扱い

出典：第42回 広域系統整備委員会 資料1
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現行のFIT制度において、FIT特例①か③を小売電気事業者さまか発電事業者

さまが選択することで、FIT発電設備のインバランス（出力計画値と実出力値

との差分）リスクは、一般送配電事業者が負うことになっています。

今後、国や広域機関での制度議論を経て、インバランスリスクを発電事業者

さまが負うよう制度変更される可能性があります。

上述のような制度変更リスクについては、同意のうえで、試行的な取り組み

にご参加いただきます。

１－４． FIT発電設備のインバランスリスク



無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社

16【参考】送配電買取における小売電気事業者への引き渡し方法

平成28年8月30日 第8回基本政策小委 資料抜粋

特例③

特例①②

特例③

市場供出

任意卸供給

特定卸供給
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【参考】 FIT特例について 17

出典：資源エネルギー庁 改正FIT法に関する直前説明会
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広域機関の議論を踏まえると、試行的な取り組みに参加する場合、容量市場

へ参加できない可能性があります。

なお、FIT対象電源は容量市場に参加できないこととされています。

１－５．容量市場における扱い

出典：第40回 広域系統整備委員会 資料1
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設備改修に関する情報

19
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２-1．設備状況（改修状況） 20

新佐原線および新京葉線の概要、主な更新実績は以下のとおりです。
各線路概要

各線路の主な更新実績

設備運開年度 鉄塔基数 亘長

新佐原線 1974年 154基 67km

新京葉線 1968年 126基 46km

[単位：回線延長]

張替済(km) 未張替
(km)

総延長
(km)2018-2009年度 2008～1999年度 1998年度以前

新佐原線 2.2 0.0 0.1 131.4 133.7

新京葉線 6.4 3.0 43.3※ 38.9 91.6

建替済(基) 未建替
(基)

総基数
（基）2018-2009年度 2008～1999年度 1998年度以前

新佐原線 1 3 0 150 154

新京葉線 4 2 43※ 77 126
※新京葉線(新野田(変)～新京葉(変)）の増容量対策を含む

・電線張替

・鉄塔建替
※新京葉線(新野田(変)～新京葉(変)）の増容量対策を含む
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２-2．設備停止計画（予定） 21

新佐原線および新京葉線の2019年度、2020年度の停止計画は下表のとおりです。

停止設備 作業内容 停止期間

新京葉線
鉄塔防錆塗装
電線点検 等

1L：2019/10/1～10/30 30日（連続）
2L：2019/11/1～11/30 30日（連続）

新佐原線
鉄塔防錆塗装
部材取替 等

1L：2020/10/1～10/30 30日（連続）
2L：2020/11/1～11/30 30日（連続）

上記の停止計画については、変更の可能性があります。

送電線停止以外にも変電所の設備停止等で発電出力制約が発生する場合があ
ります。

今年度の設備停止調整結果を反映した2020年度、2021年度の設備停止計画に
ついては、2020年2月頃に広域機関のホームページで公表予定です。
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２-3．設備停止計画（過去の計画） 22

また、過去3ヶ年の設備停止計画は下表のとおりです。

停止設備 作業内容 停止期間

新京葉線 JP線張替補修
1L：2016/4/25～4/28（4日間 連続）
2L：2016/5/2～5/4 （3日間 連続）

新佐原線
鉄塔防錆塗装
電線地線補修 他

2L：2016/ 9/22～10/20（29日間 連続）
1L：2016/10/21～11/17（28日間 連続）

新京葉線
圧縮接続管羽子板補修
電線腐食点検 他

2L：2017/11/10
1L：2017/11/11～11/12（2日間 連続）

新佐原線
鉄塔防錆塗装
スペーサ補修・点検 他

1L：2017/11/13～12/6 （24日間 連続）
2L：2017/12/7～12/28 （22日間 連続）

新京葉線
バイパス装置補修
アーマロッド補修 他

2L：2018/5/4
1L：2018/5/5

新佐原線 飛来物撤去 2L：2018/6/3

新京葉線
鉄塔防錆塗装
鉄塔建替工事 他

1L：2018/9/23～10/9 （17日間 連続）
2L：2018/10/15～12/5 （52日間 連続）
1L：2018/12/9～2019/1/6 （29日間 連続）

上記の停止計画（決定済）は、広域機関のホームページで公表しています。
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２-4．設備停止の見通し 23

新佐原線および新京葉線において必要となる改修については、以下の方向で検討。

• 塗装・部材取替等については、2ヶ月程度/年の設備停止(1回線停止)を実施
の見通しです。（電線張替・鉄塔建替を実施する年においては張替・建替期
間中の実施を指向）

• 電線張替・鉄塔建替については、設備の経年状況により個別に判断します。
（今後2年間の工事はない見通し）。
工事を行う場合は、原則、夏季冬季を避けた設備停止（1回線もしくは2回線
停止）による実施を指向します。

＜参考：鉄塔建替（2回線停止）に伴う年2回の停止期間の例＞

（例）10月-11月頃：新設鉄塔（下部）組立

3月- 6月頃：新設鉄塔（上部）組立・電線接続替、既設鉄塔（上部）撤去

（基礎工事などは夏季冬季も含め実施[設備停止不要]）
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２-5．設備停止時の影響（運用容量） 24

各設備停止期間中の運用容量は，需要や連系電源状況（新増設電源の連系前後、
連系済み電源の運転・定期検査状況）によりますが、過去の運用容量設定実績を
踏まえると、概ね以下のとおりです。

・新佐原線1回線停止時：1,000万kW程度
・新京葉線1回線停止時： 900万kW程度
・新佐原線2回線停止時： 540万kW程度
・新京葉線2回線停止時： 660万kW程度
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２-5．設備停止時の影響（電源定期検査） 25

当社では、発電事業者との電源定期検査（定検）時期調整などを通じ、設備停止
に伴う出力抑制量の低減を図っています。

一例として、2018年度10-11月の新京葉線1回線設備停止中(10/10～15以外)における
電源の定期検査状況と佐京連系線の潮流実績を以下に示します。
（結果して、この期間では，定検中の電源以外の出力抑制は不要となりました）

【主要な電源の定検実績】

2018年10-11月定検電源の停止
数量は下表のとおり

電源台数 停止出力

最大 17台 約600万kW

最小 8台 約240万kW

900万kW

縦軸：潮流実績[万kW]、横軸：時間[h]

＜備考＞
• 電源台数は154kV以上の定検電源の同時

停止台数
• 停止出力は各電源の※想定出力値（送

電端値）の合計
※10-11月の出力値を託送供給契約内容

を参考に試算し想定
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２-5．設備停止時の影響（出力抑制量想定） 26

佐京系統に連系する電源の太宗をLNG火力が占めることから、佐京連系線の潮流
は高需要期ほど大きくなる傾向があります。

当社は一般送配電事業者として、供給力確保に支障を生じないよう、緊急作業を
除いて低需要期（例.10-11月）に設備停止時期を設定します。

500万kWの電源連系追加を仮定した場合のシミュレーションによる10-11月の出力
抑制量への影響は以下のとおりです。（前シート定検実績相当を反映）

【運用容量別の出力抑制時間】

定検反映なし 定検反映あり

1,000万kW 80h 9h

900万kW 311h 64h

660万kW 1,046h 752h

540万kW 1,327h 1,203h

※計算条件はシート26参照

縦軸：潮流実績[万kW]、横軸：時間[h]

(2か月/1,464h中）
1,000万kW

900万kW

660万kW

540万kW

注：
想定潮流は需要や電源等の条件が変われば、本
試算通りとならない場合があります。
実運用で確保する調整力分は含んでおりません。
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以下 参考

27
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【参考】佐京系統の想定潮流

500万kWの電源連系追加有無による想定潮流への影響度合いは、以下のとおりです。

28
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2019年8月9日_千葉方面における再生可能エネルギーを含む発電設備の効率的な導入拡大に向けた試行的な取り組みに関する説明会資料より作成

注：
想定潮流は需要や電源等の条件が変われば、
本試算通りとならない場合があります。実運
用で確保する調整力分は含んでおりません。
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【参考】佐京系統の想定潮流 29【参考】佐京系統の想定潮流の条件

2019年8月9日_千葉方面における再生可能エネルギーを含む発電設備の効率的な導入拡大に向けた試行的な取り組みに関する説明会資料より抜粋

項目 東京エリア 他エリア

系統構成 千葉方面と千葉方面以外の2エリアモデル 1エリアモデル

需要(8760時間) 2017年度エリア実績

再エネ

設備量

【試行前】
2017年度実績＋
2018年度時点接続申込済※(括弧内は千葉方面)の
太陽光 ：1,558万kW(470万kW)
陸上風力： 68万kW( 13万kW)
洋上風力： 44万kW( 25万kW)
バイオマス： 167万kW( 40万kW)
水力 ： 7万kW (  0万kW)
【再エネ追加連系時】
＋千葉方面にPV:250万kW、風力:250万kW
※高圧以上は2018年11月末時点、低圧は2019年3月末時点

なお、低圧は想定分含む

2024年度
(2019年度供給計画から想

定)

出力
カーブ

太陽光・
陸上風力・水力

2017年度エリア実績

地熱・バイオマス 系統WG公表値(東京・中部・関西は他社平均値を利用)

洋上風力 NEDO実証を基に数百万kWの連系時の出力を想定 -

火力

ラインナップ
2024年度
(千葉方面は2024年度以降に運開のユニット含む)

2024年度(公知の情報を基に
独自に推定)

スペック
熱効率・ＡＦＣ幅・ＡＦＣ出力範囲・最低出力・運用制約・季節別出力・起動コスト

(東京エリアの調整力契約電源は個別に反映。それ以外の電源は公知の情報を基に推定)

原子力
稼働状況 現時点で再稼働中の9基
利用率 70%

揚水 設備量 2024年度の設備量・池容量をエリア毎に縮約
連系線 容量(マージン) 2024年度(広域機関)
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【参考】設備停止の例 30

架空送電線に関する主な作業イメージとしては、以下4つを以降で例示します。

・鉄塔塗装

・鉄塔部材取替

・電線張替

・鉄塔建替

基本的に1回線停止で実施

1回線停止または2回線停止で実施
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【参考】鉄塔塗装 31

鉄塔部材の腐食防止のため、診断結果による対象鉄塔について塗装を行います。

鉄塔塗装の作業イメージは以下のとおりです。

片回線ずつ停止し、停止回線側
の腕金・塔体を錆落とし・塗装

１Ｌ停止 ２Ｌ停止

停止なし

錆落とし 塗装
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32【参考】鉄塔部材取替

対象鉄塔の全部材を調査し、腐食劣化
が進み要取替となる部材を決定

赤:部材取替

順番に一本ずつ部材取替を進める
【鋼管鉄塔では治具（仮部材）も使用】

腕金部材の取替は、塔体への
電線仮移線のうえ作業

正背面・左右面・腕金・
内側部材合わせて
数十本/基～数百本/基
の部材を取替

① ② ②´

塗装を繰り返しても鉄地の腐食が進展し、部材劣化に至る場合、鉄塔部材の取替
を行います。

鉄塔部材取替の作業イメージは以下のとおりです（ 設備停止必要期間）

腕金部材の取替は、
1回線停止が必要
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【参考】電線張替 33

塩害等による電線腐食の進行が想定される場合、電線張替を行います。

電線張替の作業イメージは以下のとおりです（多導体の場合の一例）

スペーサーをすべて外す（宙乗） がいし連から電線を外してワイヤーに電線を１本ずつ接続

吊金（滑車を短いロープで接続したもの）をセットし、ワイヤ
ーと新線を接続

新線送出

一本目の電線を引替
（他の電線を張上げたまま母線代わりにする） 古線巻取

① ②

③ ④

新線接続
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【参考】電線張替 34

引替完了後、吊金を撤去

次の電線を引替
（他の電線を張上げたまま母線代わりにする）

⑥

⑦

一本目引替後、次の電線引替に段取り替え

⑤

がいし連に緊線して一相張替完了

⑧
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【参考】電線張替 35

中相⇒下相の順に同様に張替

⑨ ⑩

三相引替・緊線後にスペーサー取付（宙乗）

⑪

電線張替完了

※通常片回線停止で実施するため、超高圧送電線の場合は誘導
電流による感電防止対策も必要
（金車・延線車等の接地対策、導電作業着の着用等）

※重要横断物（高速道路・幹線鉄道・一級国道等）の横断箇所
の場合、管理者との協議のうえ必要により防護足場等を設置
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【参考】鉄塔建替 36

低地上高、環境・保安面、老朽化等により電技に抵触する虞がある場合において
は、必要時期までに鉄塔建替を行います。

鉄塔建替の作業イメージは以下のとおりです（ 設備停止必要期間）

①仮鉄塔基礎建設 ②仮鉄塔組立 ③仮鉄塔への電線移線

仮工事による建替（1回線ずつ分けた停止作業）
下図③,⑦電線移線の接続替時のみの片回線停止につき停止期間が短い
仮鉄塔新設・撤去の工事費が増加する

仮鉄塔 仮鉄塔 仮鉄塔
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【参考】鉄塔建替 37

④既設鉄塔解体 ⑤新鉄塔基礎建設 ⑥新鉄塔組立

⑦新鉄塔へ電線移線 ⑧仮鉄塔撤去 ⑨竣工

仮鉄塔 仮鉄塔 仮鉄塔

仮鉄塔 仮鉄塔 仮鉄塔
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【参考】鉄塔建替 38

仮工事のルート確保が難しい場合は、2回線同時停止による分断工事にて建替
①～③の全工程期間中両回線停止となるため停止期間が長い
本鉄塔の元位置建替のみ（仮鉄塔新設・撤去不要）につき工事費抑制が可能

①電線撤去・既設鉄塔解体 ②新鉄塔基礎建設 ③新鉄塔組立・電線架線

仮鉄塔は不要 仮鉄塔は不要 仮鉄塔は不要


